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１研究の課題

「生きる力をはぐくむ学校図警館」

～調べる楽しさ.読む楽しさを味わえる学校図警館をめざして～

Ｉ
意欲を持って自ら学ぶ力・追求する力を育てる学習・情報センターとしての

学校図書館のあり方を研究する。

２研究の目的

子どもたちにとって、学校図書館は「学びの宝庫」であり、学校教育において「知る.自分を

成長させる」意味で重要な役割を果たしているものである。平成１３年に「子どちの読書活動の

推進に関する法律」が施行され、平成１４年には「子どちの読書活動の推進に関する基本的な計

画」が閣議決定された。それに基づいて平成１６年に「栃木県子どちの読書活動推進計画」が策

定され、足利市でも「子どちの読薑活動推進計画」が策定された。平成１５年度からは、学校に

司薑教諭が配置されることとなり、学校図書館は、学習・情報センターとしての機能の充実を図

っていく条件が整いはじめ、その必要が大きくなってきている。けやき小でも平成１５年度から

司霞教諭が配置され、図醤館がただの「本置き場」になることなく、読書センターとして、また

学習・情報センターである学校図臺館として機能するために整備を進めてきた。

学校図書館を活用して育てたい子どちの像として、以下の３点があげられる。

．学びのねらいと見通しをしっかり持ち、学び続けようとする子どち

.学びを共有し深め合いながら、価値ある学びや活動をつくり出そうとする子ども

・自分や友達のよさを尊重し、よりよい学びや質的な高まりあいを築いていこうとする子ども

子どもたちには、主体的に学ぶことの楽しさと意味をつかませる。そのことにより、自分の力

をぐんぐん(申ばしていける「学ぶ力」を持った子どもになり、これからの社会に生きる力を持っ

た子どもを育てることができる、と考えた。

学ぶ目的をしっかり持ち、方法を見通し、学習したこと存役行てる場を設定する。目的にあわ

せていろいろな方法で効率よく情報収集し、自分で資料や知りたいことを手に入れる体験をさせ
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る。そのような、調べて分かる喜びを味わうことのできる活動、必要な情報を選んで活用する力

を育てる活動をすることにより、学び方をしっかり皇につけ、主体的に学ぶ楽しさと意味をつか

むことが可能になると考えた。

学校図書館は、そのような学びの場として、学習・情報センターとして存在する必要がある。

そのために、学校図書館が目的にあった機能をするように研究をすすめていこうと考えた。

３研究の方法

「図書館に行けば、読みたい本、調べたい資料力

館にしようと考えた。利用を待つ図書館ではなく、

る。

そのために、次のような方法で研究を進めた。

（１）学校図書館メディアの整備

（２）図書館の環境整備・コンピュータの効果的活用

（３）系統的指導表の作成・年間計画の作成

（４）学校図書館利用推進

①学年・学級の取り組み

②学校図書館を利用した授業実践

⑧図書委員会活動の充実

（５）学校図書館ボランティアの活用

（６）公共図書館との連携

読みたい本、調べたい資料がみつかる｡」と子どもたちが思うような図書

利用を待つ図書館ではなく、利用を働きかける図書館に、という発想であ

４研究の内容

（１）学校図書館メディアの整備

<平成１５年度〉

○１２月から３月にかけて、月に１週間､図書館教育指導員が足利市から派遣されたことをうけ

て、図書バーコード管理システムを導入した。冬休みに全教職員の協力を得て、図書データを

入力し、バーコードを本に貼付した。それに伴い、図書存全面的に見直し、廃棄基準を決め、

図書の廃棄・選定を行った。１５年度中に７割完了した。

○ＮＤＣによる＋進分類法によって、本の配架をしなおした。７割程度完了。

〈平成１６年度〉

○図書バーコード管理システムを完了。ＮＤＣ分類が３桁で統一されていなかったため、その整

備を進めた。本の配架完了。

８



〈平成１７年度〉

○「けやき小図書館のＮＤＣ分類表」を作成し、それにしたがって分類番号の貼付をし、配架の

整備をより進めた。このことにより、どこにどんな本があるのか明示し、調べたい本を容易に

さがせるようにした。

○図書以外の資料の整備をすすめた。

図書以外の資料は、新聞・雑誌、オーディオソフト（カセットテープ、ＣＤ、ＭＤ等の録

音資料)、ビデオソフト（ＬＤ、ＤＶＤ等を含む映像資料)、コンピュータ・ソフト（ＣＤ－

ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ資料)、パンフレット等のファイル資料などがあ

げられる。

ア）パンフレット等のファイル資料については、ファイルボックスを活用して分類し、種類を

明記して利用しやすくした。

イ）オーディオソフト（カセットテープ、ＣＤ、ＭＤ等の録音資料)、ビデオソフト（ＬＤ、

ＤＶＤ等を含む映像資料)、コンピュータ・ソフト（ＣＤ－ＲｏＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の

コンピュータ資料）については、－箇所に集め、目録を作成している。

ウ）図書館にコンピュータを設置し、コンピュータ・ソフトを使用できるようにした。

○子どもたちが調べ学習をした際には、資料カードを作成することを手がけた。このカードを図

書館に残しておくことで、資料の検索が容易になった。

○けやき小図書館の地図を作成・掲示し、資料を探す手がかりとした。

（２）図書館の環境整備・コンピュータの効果的活用

学校図書館メディアを整備するとともに、環境整備もすすめた。分類に基づいた資料の配架を

し、児童が使いやすいように、どこにどのような種類の学習・情報メディアがあるのかを明示し

たのは、先に述べたとおりである。図譽についてはバーコードを貼付したことで、コンピュータ

での検索が容易にでき、著者、題名、分類で検索可能になっている。必要な資料が手に入れられ

るように、図書の予約システムも利用している。また、子どちが自分で検索できるように、検索

専用のコンピュータを設置した。さらに件名を入力し、件名検索ができるように整備した。

これらを生かすために、コンピュータを利用した調べ学習コーナーを図雪館に設置し、曰常的

に調べ学習ができるようにした。ビデオを鑑賞するスペースも設置した。

（３）系統的指導表の作成・年間計画の作成

年度始めに図書館教育計画を作成し、全職員に理解と協力を求めた。また、図書館の活用指導

計画の系統的指導表を作成し、継続して学校図書館メディア活用の力が皇につくように指導して

いる。
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また、全国学校図書館協議会制定の「情報・メディアを活用する学び方の指導体系表」に基づ

いて、各学年の教育課程と照らし合わせて、各学年の図雪館活用年間計画を作成し、年間指導計

画に追記した。これにより、各学年で必要な学習・情報メディアを洗い出し、単元別目録を作成

した。また足りないものをそろえる計画を立てた。

（４）学校図書館利用推進

子どもたちが学校図雷館を身近なものとして感じ、曰常的に関わっていくことで、活用の幅も

広がってくる。そのため、学校の全学級に協力をお願いして、学校図醤館の利用を推進するため

に、以下のような活動を行っている。

①学年・学級の取り組み

Ｏ朝読雷

毎週木曜Ｂ、朝学習の時間に実施する。平成１６年度より教師も一緒に取り組む。

○児童の「おすすめの本」カードの作成

秋の読書週間中に全児童が取り組む。図書館に掲示する。

○教職員による本の紹介コーナー

交代で掲示する。学習に使える本などを積極的に提示する。

○分類・種類を意識した利用指導

・発達段階に応じて利用指導を行う。系統的利用指導表を活用する。

・検索システムや予約システムの使い方の指導をする。

○資料の探し方・読み方の訓練

発達段階に応じて資料の活用を授業に取り入れ、その都度訓練していく。

②学校図雷館を利用した授業実践

図書館利用年間計画に基づき、学校図書館を利用した授業実践を行う。記録をとり、職員向

け図書館便り等で紹介する。実践により、年間計画の見直しを図る゜低学年から継続して図書

館学習をすることで、図雷館を利用する力が高まっていくことが期待される。

③図書委員会活動の充実

・貸出返却処理・延滞図書の催促

．「図警委員おすすめの本」の掲示

自分が紹介した本が年間どれくらい借りてもらえるか競争し、きちんと内容がわかってい

る本を薦めるようにする。

・小学生新聞の管理・掲示

。「図書室の使い方」の掲示

・図譽クイズ作成

常時貼っておく。資料の探し方、読み方の訓練にもなる。スタンプラリーにして、児童が
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興味を持つようにする。

.読み聞かせ・紙芝居

年２回、６月と１１月の読書週間中、昼休みに実施する。

･お昼の放送で本の紹介をする。

･本の帯コンテスト

･季節に合わせた掲示・図書館の使い方の掲示

･書架の整理

･予約システムの管理

予約がしてある本をカウンターで管理し、児童に連絡する。

（５）学校図書館ボランティアの活用

ＰＴＡ図書文化委員による読み間かせ活動（年に７～８回程度)、外部団体から講師を招いて

の「民話の語り」（年に３回程度）を平成１５年度から実施している。昼休みに実施し、多数の

児童が集まっている。実施した保護者からは、「子どもたちのために活動していることが実感で

きてよかった」という声が聞かれた。

平成１７年度には、保護者に「子どもが行きたくなるような図書館にするために」「利用しや

すい図警館にするために」と呼びかけて、学校図書館ボランティアを募集した。図書の修繕・コ

ートカバーかけ・バーコード貼付などの作業を行っている。話し合いの結果、今後は学習テーマ

に沿った図書の展示の作業を計画している。活動に参加した保護者からは「図書館のことが分か

ってよかった」「子どもたちのために役に立ってよかった」という声があがっている。学校図霞

館に対する保護者の意識を高め、また、多数の手を借りることで、より整備された利用しやすい

図書館になることを期待している。

（６）公共図書館との連携

足利市では、学校図書館間のネットワーク化が進んでいないため、他の学校からの借り入れに

は時間がかかる｡また学習時期が重なると､必要な本が重なるため､実際には難しい状況にある。

公共図書館としては、市立図書館はなく、栃木県立足利図書館がある。この県立図書館とのネッ

トワーク化にはいろいろ問題があり、進んでいない。

平成１６年度より、栃木県立足利図雷館から市内の学校に向けて、「ブックトーク」をする旨

の案内があり、何回か来校してもらった。テーマに沿った本を選定して、紹介をしてくれた。そ

の後紹介した本を学校にまとめて貸出してくれるので、学習の導入や調べる場面などで、効栗的

な導入を図ることができた。

平成１７年度は、交渉の結果、５～２０冊くらいの本を学校に貸出をしてくれるということに
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なったので、それも効果的に導入していく予定である。

５研究の成果

今回の研究をしたことによって、次のような成果が得られた。

○図書をバーコード管理したことで、貸出・返却が容易になり、延滞も減らすことができた。

結果として､図書の利用数が非常に増えた。システムを導入する際､図書の選定･廃棄を大々

的に行ったことで児童にとって魅力のある図書が増えたことも利用の増加の要因の－つで

はないかと思われる。図薑委員会活動の充実により、児童にとって学校図書館が身近なもの

になってきたことも利用増加の要因と考えられる。

○図書館に児童がいることが増え、どこにどんなものがあるのかということが分かってきた様

子が見られる。児童の図書館を利用する力の高まりが感じられ、それにより主体的に学ぶ楽

しさと意味をつかむことができているのではないかと思われる。調べ学習コーナーでは、休

み時間に白牛的に調べ学習をしている姿も見られるようになった。

○学校図書館の整備をすすめたことで、学習・情報メディアの検索が容易になり、ほしい時に

ほしいものをみつけることができるようになった。児童が「学ぶ力」を身につける学習・情

報センターとしての図薑館の機能が充実してきたと考えられる。

○系統的な指導表・図譽館活用年間計画を作成し、提示したことなどから、全学級での利用指

導・活用がすすんだ。学校図書館を「学びの宝庫」とし、学習に活用していく体制が整って

きた。また、発達段階に応じて継続して指導を続けていく姿勢ができてきた。

ｅ今後の課題

図薔館に児童がいることが増え、活用状況がよくなってきた様子がみられることから、より子

どもたちにとって利用しやすい図警館づくりをしていく必要がある。特に地域資料などはまだ足

りない状況であるため、多方面に協力をよびかけて集めていく予定である。「図書館に行けば、

読みたい本、調べたい資料がみつかる｡」と子どもたちが思うには、まだ至らない点が多々ある。

他の学校図書館、公共図書館、多方面の機関との連携もすすめ、児童がほしいものを手にいれる

ことができるようにしたい。

また、学びの場として学校図書館を活用して学習活動をしていくことで利用する力をより高め、

主体的に「学ぶ力」を持った子どもたちを育てるために、より一層各学年・学級での取り組みを

充実させる必要がある。足りない資料集め、件名検索の充実、単元別目録や年間指導計画の見直

しも継続して行っていく。また教職員が児童に対してレファレンスサービスができるように、職

員向け図書館便り等で学校図書館に対する共通理解を図っていく必要がある。

平成１５年度１２月から平成１６年度２月にかけて、図書館教育指導員が月に１週間、図書館
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にいたことは、学習・情報センターとしての学校図警館活用にとって大きなプラスであった。図

書館に図書館の専門家がいると、児童が迷ったり悩んだりしたとき、調べ学習のときなど、必要

なアドバイスを受けることができる。自然に児童が集まり、Ｂ常的に調べ学習が行われ、活気づ

いている様子が見られた。残念ながら本年度から配置されないこととなり、図書館に専属でいる

ことができる人がいない状況である。司書教諭配置前と状況的には変わらない人員体制の中で、

どのように「人のいる図警館」にしていくか、という大きな課題が残る。
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学校図書館教育計画
｢軍硬覆F7可、

.よく考えて学習(行動)する子供

.やさしい心をもち.正しい考えに従って行動する子供

･目祖をもって､根気強く学習や運団をする子供

回＝匝鍾向目毎

(1)図谷、に親しみ.堕谷の楽しさ喜びを味わわせ，豊かな心価を養う。
(2)各教科の発展としての図谷を陵むことにより.学習の定沿.拡充を図る。
(3)図吝曲の資料を効果的に利用し､辿んで学習する唾底委養う。

育てたい子どもの像
(1)図谷飽に硯しみ.睦毎の楽しさ.喜びを
味わい心伯丑かな子ども

(2)学びのねらいをしっかりと持ち.学び懐
けようとするこども
(3)学びを共有し深め合いながら価値ある
学びや活助をつくり出そうとする子ども
(4)自分や友迎のよさを耳通し.よりよい学
びや質的な高まりあいを蟹いていこうとす
る子ども

具体策

(1)陵谷指導の充
るようにする。

(2)低・中･高それ

具体策

(1)陵谷指導の充実を回り.映谷を楽しむ千が期え
るようにする。

(2)低・中･高それぞれに魅力ある本を増やし.多く
の兜宜に利用される図毎曲づくりに努める。

(3)図谷館にある谷用.学習に利用できるパンフレッ
ト.リーフレット,資料等を壁凸する｡学習室として
の国境を整え.学習に役立つ図谷館づくりをする。
図已蝕の利用指導を行い情報メディアの活用推
皿を回る。

宮の楽しさ.喜びを
Lども

かりと持ち．学び懐

学
習
・
伯
租
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
谷
田

圧
谷
セ
ン
タ
ー
と
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(3)図谷館にある１
ト.リーフレットＪ

の国境を整え.２
図已蝕の利用指
皿を回る。

｢生きる力をはぐぐむ学校図毎曲｣～調べる楽しさ･陵む楽しさを味わえる学校国＝皿をめざして～

確曰の匝岡毎

座■曰を増やす

陵をて知随

を増しわ
る

Ｈ１､屯匹み駒を凹
んで陵むやさしい暁み物を楽しんで醜む

因む館利用の既遭的な《)ｿﾞ)が分かる 回舂館利用の仕方や憎圏の検索方法

が分かる

嗣極的に参考資料を活用するための

処理方法を知り利用できる

《各学年･学級の取り組み》

Ｏ朋陵書

Ｏ児画の｢おすすめの本｣カード作成指導

○救皿風による本の紹介

Ｏ系統的利用指導丑の活用

Ｏ図己､Y活用年間計画の活用

○回ご価を利用した授栗実遡

ｏ検索システム･予約システムの活用促遼

○回巴寅料の探し方､資料の眠み方のDII
題

り組み 《婁貝全表助》

Ｏ貸出管理

Ｏ｢図谷要員のおすすめの本｣の掲示

Ｏ小学生新聞の掲示

ｏｒ図谷函の使い方｣の掲示物の作成

○回谷クイズ作成

Ｏ毎＝ヨ間の実施

Ｏ睦み聞かせ･鉦芝民

Ｏお星の放送での本の紹介･活助佃介

０本の帯コンテスト

Ｏ季節にあわせた掲示物の作成

《婁貝全表助》

Ｏ貸出管理

Ｏ｢図谷要員のお１

０小学生新聞の褐

ｏｒ図谷函の使いプ

○回谷クイズ作成

Ｏ毎＝ヨ間の実施

Ｏ睦み聞かせ･紙閨

Ｏお星の放送での：

０本の帯コンテスト

Ｏ季節にあわせたＩ

《各孚年･字級の１

０，１陵書

Ｏ児画の｢おすす

○救皿風による刃

Ｏ系統的利用指２

０図己、活用年ｎ

ｏ図ご価を利用Ｌ

Ｏ検索システムが

○回巴寅料の探ｌ
題

Ｏ貸出管理
･回召のバーコード管理
･予約システムの管理

０回＝蚊メディア整倒

･図谷のバーコード貼付
･件名入力

･単元別図書目録の作成･捉示
･検索システム管理
･図谷の辿定･廃棄
･図書以外の資料の盛■
･けやき'1,NDC分類H1の作成･提示

○回谷飽の国坦鯖■
･分類に基づいた資料の配架
･鯛ぺ学冒コーナーの股団
･本の組介コーナーの殴因
･各租掲示の充実

○回毎n便り作成
･児童向け

･保屋書向け
･救国貝向け

Ｏ系銃的利用指導裏の作成･提示

０回ごｎ活用年間叶團の作成･提示

f管理
)管理

P整倒

･ﾄﾞ貼付

乳の作成･捉示
;理

棄
斗の盛■
ﾅ麺汲の作成･提示

堅｡Ｕ
:資料の配架
一の股団
一の殴因

･めの本｣カード作成指導

便の紹介

靭汲の活用

田計画の活用

'た授栗実遡

予約システムの活用促遼

一方､資料の眠み方のDII

導裏の作成･提示

問叶團の作成･提示

公共図乙蝕との公共図＝位とのｍ
･ブックトーク

･団体貸出の活用

図＝畝ボランティアの活用

･図書の修曙
･碇み田かせ

図＝畝ボランティアの活用

1４



学校図書館活用指導計画系統的指導表

1５

項目 低学年 中学年 高学年

読替 ○やさしい読み物を楽しい

で読む

○いろいろな読み物を読tj6

○読書の範囲を広げ、読書量

を増やす６

○読薔をとおして知識を増し心情を

豊かにする。

○適切な読み物を選んで読む習慣を

つける。

利用の仕

方

○利用の仕方やきまり、エチ

ケットが分かり、楽しく利用

することができる。

○コンピュータの起動・終

了、マウスの使い方などがわ

かり、＝ンピュータに慣れ親

しむことができる。

○図書の分類と配架が分か

り、きまりを守って進んで利

用することができる。

○公共図書館の利用の仕方が

わかる。

○コンピュータやネットワー

クを活用して情報を集めたり

つくったりすることができ

る。

○学校図書館の機能を理解し、目的

に応じて積極的に利用することがで

きる。

○公共図書館を利用することができ

る｡

○目的に応じてコンピュータやネッ

トワークを積極的に活用し、情報を

集めたり、つくったものを伝達した

りすることができる。

情
報
活
用
能
力

さ
が
す
力

ま
と
め
る
力

表
現
す
る
力

課
題
を
み
つ
け
る
力

○題名などから必要な本を

探すことができる。

○目次の見方を知り、必要な

ところを見つけることがで

きる。

○やさしい図鑑を利用して

調べることができる。

○わかったことをうつした

り、絵にかいたりして、まと

まることができる。

○調べたことを、友だちや身

近な人に話したり説明した

りすることができる。

○よく聞いてわからないこ

とを質問することができる。

○自分の感想を持つことが

できる。

○目的に応じて必要な本を選

び、索引などを利用して調べ

ることができる。

○目的に応じて、必要な部分

を重点的に読むことができ

る｡

○辞典・図鑑.やさしい百科

事典･雑誌･パンフレット等、

様々な資料を利用することが

できる。

○目的にあったところの要点

をまとめ、調べたことをわか

りやすく整理することができ

る｡

○絵や表などを効果的に用い

て、認ぺたことをまとめるこ

とができる。

○絵や表、新聞、紙芝居、コ

ンピュータ等で調べたことを

表現｢することができる。

○伝えたいことの中心が相手

に伝わるように工夫して、表

現することができる。

○わからないことを聞き返し

て、内容を正確にっかtPこと

ができる。

○自分の感想をまとめ、次の

課題を持つことができる。

○複数の本や資料を比較したり、情

報の適否を判断したり、自分の意見

とくらべたりしながら、必要な情報

を収薬することができる。

○目的に応じて、複数の資料を再弓}iザ

成することができる。

○新聞・雑誌などを含む様々な図書

館資料を利用できるとともに、目的

にあった資料を集めることができ

る｡

○情報を要約したり、目的に応じて

複数の資料をまとめなおしたりする

ことができる。

○図表･統計･イラスト等を用いて、

自分なりのまとめ方でわかりやすぐ

まとめることができる。

○資料リストを作成することができ

る｡

○適切で効果的な表現方法を選ぶこ

とができる。

○全体の構成を考えて、事実と自分

の感想・意見を区別して、効果的に

表現することができる。

○目的や相手に応じて、プレゼンテ

－ションをすることができる。

○主題や要旨を理解しながら聞くこ

とができる。

○自分の考えとくらべ、考えを深め

たり、課題を持ったりすることがで

きる。



個報・メディアを活用する学び方の}淳B;体系表

200M４年４月１曰 全国勢在厘M雪館i露U3会希症

1６

Ｉ学習と禰報･メディア
Ⅱ学習に沿而つメ

の使い方

ディア
mh3報０節舌F目の仕方 Ⅳ学習緒果のまとめ方

小
学
校
低
学
年

○学習Uりめあてを持つ

･学習テ

○1寵ii・〆

知る

－マ

ディ

の選択

アのFUロヨ法を

･学校図画館のきまり

:讓鰯源認
･コンピュータの(吏い方

、ゾ司坪四氏汀睡可Ⅱ■互午&"Tコヨー

･ラベルと回已置

･レファレンスサービス

Ｏ裸題に応じてメディアを

利用する

･図鐸署Ｕ､図雷資ｶﾞsｌ

･掲示、展示資料

Ｏ１ｉ５報を裏める

･各種メディアの活用

･人BOI藤8,蔦の活用

○:B録の取り

．}扉量雪き

万を知る

の仕方

･絵を便っ）E記録０Ｍ土方

･気づＷＥことの閏き方

Ｏ学習しりEことをまとめる

.『蕊恩の唾H里

･感想の園き方

.絵くり文章のまとめ方

○学習しり芒亡と蚕発表する

･展示、掲示による発表

･紙芝居やペープサートによ

る発表

・ｄ－Ｐｋｄ－に琶使つだ発表

○学習の過程と結果を評価する

.調べ方

．まとめ万

・Ｎﾖ眉T員jF｛nm
！’

Ｆ

小
学
校
中
学
年

１１

〔｣子己自己T巴K、｣」しノコ２E詞jｏ

･学習テーマの選択

．調べ方の選択

０１宵報・メディアの；､類《b特

性を知る

･図箇

.ｌ;露i高Eメディア

･電子メディア

･人的循FiS源

Ｏ摺報・メディアの利F同法を

知る

Ｅ賓回画題団官Ｌ学級文匝Eの

きまりﾔ０便Ｗう

･公」二t図簡HER団のｻービス

･図曽の取り扱

・ネットワーク

い方

の便い方

Ｏ学筏図圏館を利用する

･ﾌﾞ曰類の仕組みと配置

･調求記号と配架

･コンピュータ目録

･レファレンスサービス

Ｏその他の施設を利用する

･公』=L腰】砺館

･各迩M589

○課題に応じてメディアを

利用する

･国語辞典、ｔⅡ廻等U､図圏

資剴５１

･ファイルi冒料

:露&fi蕊
･電子メディア

○ｲ１５報を異める

･各種メディアの活用

･人的彌i租源の活用

Ｏ記録の取り方を知る

･振吉璽吉の仕方

．切り1症雪、ファイルの作

り方

:薫i鰯F|:蔦
･ノートのまとめ方

･ＡＶＥ鋸§等を使った記録

の取り方

○必要な彌報をi3fEi

･目的lこ応iじた113報の選択

Ｏ洞『目ＬＬの留意点を知る

･インターネット

･著作権

･榴報モラル

･個人I画報

○学習し）Eことをまと

･禰報の皿l舎選提

める

麺里

･自土)の恵見のまとめ方

::鵜i;}；
．＝真ﾔO音

･資料リス

Ｏ学習しﾘピ

･展示、

とめ方

入れ方

声の取り入れ方

ﾄの作成

Ｅとを発表する

掲示lこよる発表

･紙芝居やペーブサートによ

る発表

･劇〈b実寅による発表

.ｑ可P、ｑ~ｂを使った発表

○学習の過程と結果を評価する

･メディアの使叩う

｡i周ぺ方

;灘

小
学
校
高
学
年

Ｏ学習計画の立て方を知る

･学習テーマの選択

･調/▽うの選択

o1i蕊温・メディアのi盟類ﾔb特

性を知る

･図圏、新Ｒｕ雑誌

･福罵覚メディア

:ﾂﾋﾞ誌塞ア
○燗報・メディアの利用法を

知る

｡：濟劃画題§且学級文風､の

きまりヤロ使い方

･公共図砺館ﾔb各種文化施

設｢でのサービス

･図函の取

･ネットワークの使い方

○学校図鬮館を利用する

.;d類の仕組みと配H1７

･ii3求記号と配架

･カード目録

･コンピュータ目録

・レファレンスサービス

Ｏその他の施設を利用する

･公』目t座邇館

･各種施設

Ｏ課題に応じてメディアを

利用する

･漢字辞典、事典、年鑑等

の図圏資料

･新聞、雑誌

･ファイル責１５１

:|鶉ifi環
･電子メディア

O1i蕊温を粟める

･各種メディアの活用

･人的彌報源の活用

○記録の取り方を知る

.抜き題きの仕方

.切りｌ東雲、ファイルの作

り方

:簔圏ii;F|:Ｉ：
･ノートのまとめ方

･記録カードの作り方

･ＡＶ擾器等を便っノピ記録

の取り方

･コンピュータでの6B録の

取り方

o1E癩を比較し評価する

･鍵段のＩｉ５報の比較、評価

○利用上の留意点を知る

･インターネット

.著作権

･1f踊届モラル

･個人li蕊8１

○学習しりEことをまと

．f覇鞭の取捨選1尺、

:|:鱸潅
:豊;謡:Ｐ
れ方

める

皇舐里

とめ

ぬ万

入れ方

万

音声の取り入

･コンピュータを便つだまと

め方

E3料リストの作成

Ｏ学習しｊＥ

･展示、

こと

掲示

を発表する

による発表

･紙芝居やペープサートによ

ろ発表

･劇ｒｂ実剰こよる発表

零ｋ;纂醍q-b
･コンピュータを便っノピ発表

○学習０吋團程と結果を評価する

･メディアの使い方

･禰報OD調ﾊﾜﾗ

.Ｉ腎報のまとめ方

･発表の仕方

･相F電】N面



情報・メディア活用指導尉画表

４
月
－
１

１

ｓ
目
Ｉ
Ｉ

－
■

６
月

－
Ⅱ
１
－

１７

１
年 I学習とl寳報･メディア

メディア
m1i罰温り吋舌用の仕方 Ⅳ学習結果のまとめ方

４
月

５
月

F図書館の便

６
月

７
月

国「ほんとなかよし(」

･教科書に紹介されている

本YbLおもしろそうな本

をg図書館で探lﾉて読屈[凡

８
月
ｇ
月

1０

目

１１

月

学活

･図雪龍IEf

本を読屑[凡

好きな

恒
目

国

｢本とともだちになろう」

･図書館で好きな本を１

冊選び紹介する事柄を

集めるや

１
月

２
月

国｢ち00いき力蝸"bNえ工よも。

．;急本5Vb図鑑bhら動i勿の

赤ちゃんについて調

ペヵードにまとめる。

３
月

国「おはなしをたのしも

う」

･本刀､紹､カードを作り

紹介し合う。

、



I議彊・メディア活F副琶蕊１画表

后

1８

２
年

I学習とI露履･メディア
メディア

Ⅲ惰需0吋舌用の仕方 Ⅳ学習結栗のまとめ方

４
月

５
月

学活｢図雪館の使叩う」

･１１騨圃･メディアの利用法

を知る。

生｢おひさまのにおいいつば

いとれjEての〈りさい」

･字種図警醒を１１U弓するし

６
月

生｢いきいきキラキラ生き

ている」

･学校図璽館忌ﾓ洞帽するし

国｢本ととちm己らになろう」

･学習したことをまとめ

る。

７
月

８
月
ｇ
月

1０

月

生､ふしきた/Ｗん５，あ

いたんけ/u」

･学習したことをまとめ

発表するｂ

国｢)旨いじなところに気を

つけて読もう」

･学習しｿごことをまとめ

ろ。

１１

月

恒
目

１
月
２
月

３
月

国「お話を楽しもう」

･学習

ろ。

したことをまとめ



情報・メディフォ舌用指導慰画表

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
－
．

ｉ
１
－
‐
．
‐
‐
‐
．

１９

３
年 I学習と債報･メディア

Ⅱ学習に役立つメディア

の使い方
Ⅲ情報の活用の仕方 Ⅳ学習結果のまとめ方

４
月

５
月

箏舌

函雷室の詞『目の仕方」

･Ii3報メディアの利用の仕

方を知るし

国「国篭辞典を使おう」

･課題にB愈じてメディアを

利用するｂ

６
月

理「チョウをそだてよう」

･課題にj画してメディアを

利用する｡

社「ttbEz春広げて－足利

市を案内しまZゴー」

･課題にf極じてメディア

を活用するｂ

７
月

図

｢足利の花火のボスター」

･課題にj恋してメディアを

利用するｂ

８
月

９
月

理「こん虫をさがそう」

･課題|こ』画してメディアを

利用する。

社「売るしごと、つくるし

ことのくふう」

･学習したことをまとめるｂ

1０

月
メディア

１１

月

但
月

国

｢食べ物はか1Etになろう」

・情報を集めるｂ

１
月

２
月

」

)ディア

３
月



1宵報・メディア活f副旨導計画表

一
’

’
７
月

2０

４
年

I学習と､蕊61鐵メディア
Ⅱ学圏こ

い方

名泣つメディアの便
Ⅲ1韻覇の活f目0列土方 Ⅳ学習鰭果のまとめﾘラ

４
月

をふせぐ」 社「事故ﾔｶ駆件ろ５Vせく」

･メディアを利用する

理向冒のしtｺﾞﾊﾉ」

・メディアを利用する

社匡日故〈b事件苞ぶせ

.↑霞思を蘂める､選ぶ

.:B録のとり方を知る

ぐ」 社『$故くり事件琶Stt＜」

:襄雲

５
月

国「漢字辞典の便Ｗう」

６
月

国｢新但U記劃こなろう」

･テーマの選択

総「発見！Z図自顛lIU

･テーマの選}尺

社「事２５Kb事件色５１せぐ」

･テーマの麹尺

国、新聞記笥こなろう」

･メディアを利用する

総「発見１渡良劉lＵ

･メディアを利用する

社「事故や事件ろSt2ぐH」

･メディアを引則U弓する

国「親Ｂｉ記劃こなろう」

・1顧温を集める

・記録のとり方を知る

総「発見１渡良剰lＵ

.Ｉi踊彊を集める

･記録のとり方

社「事剖kb事件

．↑霞愚を蘂める

霊
･記録のとり方を知る

ぐ」

国「NUHBU記者Iこなろう」

.まとめる

.発表する

箆噂ﾓ貝1渡后ﾖ認DlU

．まとめる

.発表する

社「＄故や事件ろ3t±＜」

.まとめる

.発表する

７
月

国「本は反運／本の探し方」

.i雪料の探し方

理「夏のしせん」

・計i酉i蚕T丁てる

理「夏のしせん」

・メディアを未U用する

国「本はr豆逼」

.z$U､鑓ﾌﾞ1カードを鱈く

８

９
月

社「じゃ□0列可こうに(水)」

･テーマの選択

国「伝え合うということ」

･テーマリ】選択

社「し､p□ON可こうに０k)」

･メディアを利用する

国「伝え合うということ」

･メディアを洞U羽する

社｢じゃ□ON可こうにＱｋ)」

･情報を集める

.:B録のとり方を知る

国「伝え合うということ」

.｛譲個を集める

．§B録のとり方を知る

社「じゃ□の向こうに｡k）」

:鬚霊
国「伝え合うということ」

:鬚霊

ｐ
月

くえ」 社「こ５，のゆくえ」

･メディアを利用する

国「にた慰味の言葉」

･言葉あつめをする

社「こみO則のくう□

。i罫報を集める、遇S（

．:B録のとり方を知る

社「ご；抑例①

:菫霊
くえ」

１１

月

国｢アップとルーズで伝える」

･テーマの選択

理「秋のしせん」

･311面を汀てる

国｢アップとルーズで伝える」

･メディアを利用する

理「秋のしせん」

･メディアをiqP目する

国「いろいろな扇､未をもつ三

葉」

国「アップとルーズで伝える」

:菫霊

也
月

社「活躍した先人たち」

・テーマの選択

国「生活を見つめて」

・テーマの選択

社「活躍しりE先人）己ら」

・メディアを洞『目する

国「生活

・メディ

を見つめて」

アを利用する

国ｎｉＨ語００繭Fk」

．熟蕊宥調べる

社「活躍した先人ﾉﾆら」

:露i:i霧量鼈
国｢生活を見つめ｢□

・表くりグラフにまとめる

社「活趨しりE先人/Eら」

:鶏糞
国「生活を見つめて」

・発表する

１
月

理「冬のしせん」

.:ｆｉ面舂両てる

国「三葉最そび」

・メディアを利用する

社「栃木県を知ろう」

・メディアを利用する

理「冬のしぜん」

･メディアを利用する

国壜葉あぞZJ」

・記録のとり方を知る

社「栃木県を知ろう」

･表I目する方法を書えてまと

める

国「言葉あそび」

・発表する

社｢栃ﾌ侭息を知ろう」

・発表する

２
月

社「県の人ｊＥらのくらし」

･メディアを利用する

国「漢EFしりとり」

社「県の人たちのくらしz」

・露顕篝えて護と
社｢県の人ｊＥ

・発表する

ちのくらし」

３
月



情報・メディア活用指導計画表

■｜
⑩
月

１１’
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一
誉

｜
‐
‐
－
‐
－
－
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’
２
月
一

Ｆ
－
－
－
－
－
－
－
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
‐
」

２１

５
年 I学習と慣報･メディア

Ⅱ学習に役立つメディア

の使い方
Ⅲ情報の活用の仕方 Ⅳ学習結果のまとめ方

４
月

国「漢字の成り立ち」 国「漢字の成り立ち」

･;圓存の由璃こついて調べ

る。

国

るｂ

調べ

国｢漢字の成り立ち」

・レポートにまとめる。

５
月

・テーマを決めるｂ

国ｌ＝ヨミU｣、協冠LﾉﾉＩｌ－卜」

・情報を蘂める､

６
月

理「ヒトのﾉｰんしよう」

･課題にH面じてメディアを

利用するｂ

理「ヒトのだんじよう」

･ヒトが誕生するまでにつ

いて資iSlで調べる。

７
月

ろ生命」

筋を資料を

８
月

９
月

国「人と物とのつき西別,ﾜﾗ」

.調べる計画舂苛てるし

国「人と物とのつきあＷう」

･課題に応じ7てメディアを

利用するｂ

国「人と物とのつきあＷう」

･インターネットで調べ

ろｂ

理ロE気の変化』

･台風の動きﾔb天気の変化

について調べるｂ

国「人と物とのつき3引,Ｖう」

理、E気の変化」

･調ﾊﾜ己ことをまとめるｂ

1０

月

理「天気の窒化」

･天気の言い伝えなど

くるｂ

を調

1１

月

理「流れる水ONE上たらき」

.Ⅱ'0ﾘ皀璽などから、上流

や下流の様子を調べるｂ

1２

月
墨露酔う」

国「工夫して発信しよう」

･課題にBEIじてメディアを

利用するｂ

国「工夫して剰薑

・情報を蘂めるｂ

しよう」 国「工夫して発信しよう」

･レポートにまとめ発表す

る。
１
月

ｆＬＩ旨､』閏EUXっAJ('ＩＩｄＣ-つへ

らしを変えているの」

･雪国やあたたかい島の

人ﾉﾏのくらしについて

資料を活用して調べａ

総「４年生に伝えよう」

･米作りの過程について、

インターネットで調べるし

缶Ｌ１文upEUJっＡＪＵⅡｄＣｚＪへ

らしを変えているの」

．調べたことをまとめるｂ

総「４年生に伝えよう」

.調べだことをまとめて発

表するし

２
月

社「くらしのI罰慰よどの

ように奇られているの」

１．公害について、インター

ネットで調べる。

社｢くらしのI鼠t罰よどの

ように守らｵTているの」

．調べたことをまとめる。

３
月



Ii籔報・メディア活用指轤隠十画表

■
■

－
２
月
－

１

2２

６
年

I学習と情報･メディア
Ⅱ学習にi９位つメディア

の使い方
Ⅲ↑顔嘱の活用ＯＮ土方 Ⅳ学習結果の弓目とめ方

４
月

繕｢修学旅行の自由行！§､に

ついて調べる」

社｢古代のくらL八｣につい

て調べる。

総｢鎌倉｣について調べるｂ 社 社「古代のくらしえ」

･古代のくらしの様子を褐

示資iqlこまとめるｂ

５
月

国「漢字の広場」

国「響らしの中CD詩」

.調べる計画をたてるｂ

国｢漢字辞典」を使い､漢

字蘂めをするｂ

国「ことわざ｣や｢四字熟

語」を調べるｂ

総「修学旅行」

.調べたことをもとに、

自由行壇､の計i百i春T7て

ろ。

縄｢修学旅行」

・鎌倉ガイドブツクを作るし

６
月

国 「霞警篇辞典」を使い漢

字集めをするし

総「修学旅行」

.録倉ガイドブックを作るし

７
月

理「生物とかんきょう」

･環境習題Z星調べる計画を

立てる。

国「読書の仙堺を彊勧りょう」

理「I覺園電題」を調べ蚕

国｢読圏のu』界をZ圏のよう」

．「読醤」について知りだ

いことを雷く゜

国｢読閻のt旦界をZ圏りょう」

･質問に対して答えられ

る本を知っている場

S、書く。

理「生物とかんきょう」

.かく新聞にまとめる。

８
月
９
月

1０

月

国「漢字の広M菌」

團鬮;I雲Ｉ
１１

月

国「熟語の成り立ち」

1２

月

国｢自分の言えを発表しよ

う」

国｢自分の壱えを発表し

よう」

･インターネットで発信

するし

１
月

社｢世界の人ﾉﾏとわ/ELLＩ 社「世界の人ﾉﾏとわたし」

･ti』界の人ﾉﾏのくらしを調

べる。

社｢t旦界の人ﾉﾏとわだしz」

.切り抜きを作り、まと

める。

２
月

理「自然とと壱に生きろ」

･７月の学習のＰａｒｔ２

理「自然とともに生きる」

･７月OⅨ学習のＰａｒｔ２

と結びつけるｂ

理｢自然とともに牛きる」

.i圖料を切り抜き、まと

める。

３
月



今までに図書館をどんな学習で利用しましたか？

2３

学習内容

(学年･教科･単元名など）

利用の仕方

(こんな本を使った､新聞を使った､など）

4年･総合｢発見１渡良瀬ｌＩｌ」 ･渡良瀬川の植物

･みる･きく.あそぶ渡良瀬川の自然

4年･国語｢新聞記者になろう」 .小学生新聞

国語 ･国語辞典

･漢字辞典

3年･社会｢昔のくらし」 ･昔のものしらべ

社会科学の棚の郷土芸能

3年･国語｢本の帯をつくろう」 ･自分の好きな本

4年･国語｢本の紹介カードをかこう」 ･自分の好きな本

3年･総合｢手話」 ･社会科学の棚の本

4年･社会｢安全なくらし」 ･消防の仕事､警察の仕事を調べる

6分類の棚の本

4年･総合｢わたしたちにできること」 ･点字についての本

･点字シートの貼ってある本

5年･国語｢詩を読もう」 ･好きな詩を探す(詩の本）

5年･国語｢言葉の研究レポート」 ･言葉について､自分の課題を調べるためレポートを作成する。

(ことわざ辞典､国語辞典）

5年･総合｢たんぽぽ訪問」 ･紙芝居を活用した。

6年･総合｢修学旅行の自由行動に＝ ･鎌倉ガイドブック

6年･総合｢ガイドブックを作ろう」 ･鎌倉ガイドブック

6年･社会｢古代のくらし」 ･資料集､百科事典､歴史の本

6年･国語｢漢字の広場」 ･漢字辞典､百科事典

6年･国語｢暮らしの中の言葉」
･漢字辞典､国語辞典､ことわざ辞典､百科事典､ことばのきま
り､などを使い､四字熟語を調べた。

5年･国語｢国語辞典を使って」

5年･国語｢漢語と和語」

5年･国語｢方言と共通霊」

5年･理科｢生命の誕生」 ･人体のふしぎシリーズ



一言平

変化の激しいこれからの社会を生きる子供たちが、主体的、創造的に生きていくために

は、自ら学ぶ意欲と自ら考え主体的に判断し、行動できる資質や能力を育成することが、

特に重要となってきます。これら子供の主体的・意欲的な学習活動を推進していく上で、

また、総合的な学習の時間などにおいて多様な教育活動を展開していく上で、学校図書館

は重要な役割を果たすものです。

本研究においては、「調べる楽しさ．読む楽しさを味わえる学校図書館をめざして」を

副主題に掲げ、意欲をもって自ら学ぶ力・追求する力を育てる学習・情報センターとして

の学校図書館の在り方について研究に取り組まれました。

具体的には、図書バーコード管理システムの導入などによる学校図書館メディアの整備

やコンピュータの効果的な活用、学校図書館を活用して育てたい子どもの像を明確にした

学校図書館教育計画や系統的指導表、各学年の年間指導計画の作成と授業実践などに学校

全体で取り組むとともに、保護者による読み聞かせや学校図書館ボランティアの実践、公

共図書館職員によるプックトークの実施など、家庭や関係機関とも連携した研究となって

います。

また、調べ学習における資料カードの作成と活用、全児童や図書委員による「おすすめ

の本」カードの作成と掲示、図書クイズの作成など、子供が学校図書館を身近なものとし

て感じ、調べる楽しさ．読む楽しさを味わえる具体的な実践が数多く提示されているのも、

学校図書館の利用推進に取り組まれている学校にとって大いに参考になることでしょう。

今後においても、主体的に学ぶ力をもつ子供を育成するために、けやき小学校の学校図

書館教育の更なる充実に期待いたします。

2４


